
北⼗間川周辺におけるエリアマネジメントの検討について 産 業 都 市 委 員 会
平成30年12月５日

１ 検討の目的

３ 検討の経過
 平成30年4月 エリマネ検討チーム⽴上げ

 平成30年8月 第1回庁内検討会（エリマネの定義、検討の進め方など）

 平成30年10月 水辺活用協議会 賑わい創出部会と連携してエリマネワークショップ開催

 平成30年11月 第2回庁内検討会（公共空間の活⽤⽅針・管理運営⼿法など）

４ 検討の体制

５ 検討のスケジュール（予定）２ 検討の内容

北⼗間川・隅⽥公園観光回遊路整備事業として、2020年までに⾏う公園、コミュニティ道路、鉄道⾼架下、
親水テラスの整備について報告してきた。これらを一体的に活用し生み出される賑わいを持続・向上させるため
に、地域住⺠、事業者などが主体的・積極的に地域の経営に携わる仕組みであるエリアマネジメント（以下
「エリマネ」という。）を検討する必要がある。さらに、⻑期的には、創出した賑わいをとうきょうスカイツリー〜浅草
駅周辺から、向島地区や両国・本所地区の南北⽅向にも広げていくことを視野に⼊れ検討していく。

水辺活用協議会

管理運営部会
【検討内容】
⽔辺（テラス・船着場）管理運
営への地元の関わり、テラス占用
主体、利⽤ルールづくり等

賑わい創出部会
【検討内容】
観光対策（案内、イベント受入
れ対応、舟運活性化策等）、
地域イベント企画（水辺や高架
下施設と地域の連携）

エリマネワークショップ
地域の方々が思い描く北⼗間川
周辺の活用イメージなどを検討

連携

エリマネ検討

北⼗間川周辺に関わる
区内団体、個⼈、⺠間企業 等

参加

関係者調整会議
目 的：

メンバー：

連携
情報共有

エリマネ検討チーム
目 的：

検討主体：
業務委託：

相互
調整

賑わい創出部会内でエリマネワークショップを開催

地域の意⾒の取⼊れ

①公共空間（隅⽥公園・コミュニティ道路・親⽔テラス）の活⽤⽅針及び管理運営⼿法の検討
②庁内各部（企画経営室・地域⼒⽀援部、産業観光部、都市計画部、都市整備部）との情報共有・連携
③東京都との協議調整
墨田区・東武鉄道㈱
北⼗間川・隅⽥公園周辺におけるエリアマネジメントのあり⽅検討業務

隅⽥公園、コミュニティ道路、⾼架下、
親水テラスそれぞれの整備を、統一感
を持って一体的に整備できるよう調整
東武鉄道㈱、東京都、墨田区

⽔辺の良好な環境の保全と、恒常的な賑わいの創出により、
水辺と周辺地域の活性化を図ること
吾妻橋一・二・三丁目、向島一丁目及び小梅一丁目の各町会、
本所吾妻橋商店会、言問橋商店会、リバーピア吾妻橋飲食店会、
吾妻橋パトリア会、芝浦工業大学、墨田区観光協会、東武鉄道㈱、
東京都、墨田区

目 的 ：

メンバー：

北⼗間川周辺におけるエリマネ実現を⽬指し、地域住⺠、事業者などが主体となった活動のメインステージとな
る公共空間の「(１)活用方針」及び質の高い公共空間を保つための「(２)管理運営⼿法」を検討している。

（２）管理運営⼿法（１）活用方針
北⼗間川・隅⽥公園観光回遊路整備事業の基本コンセプト

「伝統と先進が出会う⽔辺と街の賑わい交流軸の創出」

地域の方々が思い描く北⼗間川周辺の活用イメージを検討

公園・河川などの基盤の機能向上、新たな賑わい創出

「サービス向上につながる質の高い管理運営」
「サービス水準を維持した効率的な管理運営」

指定管理者制度等の⺠間活⼒の導⼊を視野に入れ検討

北⼗間川周辺の考え方

（先進）
東京スカイツリー周辺

（先進）
東京スカイツリー周辺

（伝統）
浅草
（伝統）
浅草

向島地区
■⾒番通り
■すみだ郷⼟⽂化資料館
■向島百花園 など

向島地区
■⾒番通り
■すみだ郷⼟⽂化資料館
■向島百花園 など

両国・本所地区
■旧安田庭園（刀剣博物館）
■すみだ北斎美術館 など

両国・本所地区
■旧安田庭園（刀剣博物館）
■すみだ北斎美術館 など

N
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耐震護岸（両側）・修景整備（北側）、樋⾨耐震整備、船着場整備等 修景整備
（南側）

舗装広場・トイレ 等造成・
芝生広場 等

建築・テナント工事

活用方針の検討
管理運営手法の検討

⺠間活⼒を導⼊した管理運営に関する検討
⺠間活⼒を導⼊した
公共空間の管理運営

⻄区間・東区間⻄区間

解体⼯事・下部上部・橋⾯・取付道路

▼ 東京2020オリンピック・パラリンピック



水辺活用協議会 賑わい創出部会と連携したワークショップで、北⼗間川周辺に関わる区内団体、個⼈、
⺠間企業等により「北⼗間川周辺のターゲット」、「公園・親⽔テラスなどの公共空間の活⽤」についての議論
がなされた。参加者の議論を基に、現時点での活⽤イメージを以下のとおりスケッチとしてとりまとめた。

６ 活用方針の検討状況

賑わい創出部会と連携したエリマネワークショップ（H30/10/24）の様子
町会、商店会、北⼗間川周辺に興味を持つ区⺠、東武鉄道㈱、墨⽥区などの参加者を混成した4班

に分けて、「北⼗間川周辺のターゲット」、「公園・親⽔テラスなどの公共空間の活⽤」について議論した。

７ 管理運営⼿法の事例

（１）公共空間の活用方針をとりまとめ、区内外へ発信していく。
（２）⺠間活⼒を導⼊した公共空間の管理運営⼿法について、⽅向性を定めていく。
（３）エリマネ活動内容の選択やエリマネ組織（協議会などの任意組織、一般社団法人、NPO法

人など）を検討していく。

（１）大規模開発に伴うエリマネ （２）公共空間整備に伴うエリマネ

北⼗間川周辺は公共空間（公園・親水テラスなど）が大部分を占めており、エリマネ活動を
継続させるためには、公共空間の持続的・効率的な管理運営がポイントとなる。

エリマネとは「地域における良好な環境や地域の価値を維持・向上させるための、住⺠・事業主・地権者等
による主体的な取組」（内閣官房・内閣府による定義）であり、都市部で⾏われているエリマネ事例は主に
以下の2つに分類される。

大丸有
 エリア：千代田区大手町、丸の内、有楽町
 主体：NPO法人大丸有エリアマネジメント協会
 主な取組：

ワテラス
 エリア：千代⽥区淡路町
 主体：⼀般社団法⼈淡路エリアマネジメント
 主な取組：

渋谷駅周辺
 エリア：渋谷区道玄坂周辺
 主体：渋谷駅前エリアマネジメント協議会
 主な取組：

中池袋公園
 エリア：豊島区東池袋（Hareza池袋）
 主体：〔管理運営〕募集中※、〔エリマネ〕未定
 主な取組：

南池袋公園
 エリア：豊島区南池袋
 主体：〔管理運営〕RacinesFARM to PARK

〔エリマネ〕南池袋公園をよくする会
 主な取組：

とんぼりリバーウォーク
 エリア：大阪府大阪市道頓堀川
 主体：〔管理運営・エリマネ〕南海電鉄㈱
 主な取組：

ワークショップの様子 4班の成果
（これを基に上記活用イメージ作成）

公園・道路・⾼架下⼀体活⽤のイメージ親水テラス活用のイメージ

公園活用のイメージ

８ 今後の検討の方向性

芝生公園のイメージ

水面活用のイメージ

道路空間活⽤（国家戦略特区）、
イベント、エリマネ広告、ウォークガイド作成

受入イベント、地域活性化貢献、
遊歩道の運営管理、管理運営委託

地域交流、学⽣居住推進活動、マルシェ、
地域情報誌 カフェ、マルシェ、結婚式、ロケーション、

P-PFI

工事中の情報発信・賑わい創出、インフォ
メーションコーナー設置、エリマネ広告、清掃

公園の管理運営、にぎわい創出事業、
指定管理者制度 ※H30.12 候補者決定予定


